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最近 50 人

近 く 見 て

い た だ い

てます！ 

 

 11 月の全校集会ではたくさんの表彰をすることができました。

どの賞もなかなか入ることが出来ません。書き方の県審査はしのぎ

を削って練習してくる子ども達ばかりです。読書感想文も最優秀は

神埼地区で学年２名、県文集の準きらりは、２番目なのです。次郎

物語も学年１名です。どの子も胸を張って受賞したことを喜んでほ

しいと思います。 

  一番返事が上手だったのは、2 年生古川徹平さんでした。にこ

にこ笑顔で賞状を受け取る時の顔は喜びに満ち溢れていました！

賞状を渡すこちらまで嬉しくなりました。 

  

  

6 年の末次莉子さんの考えた献立が給食に登場  

 年に一度だけ子ども達が、栄養バランスも意識して考えた献立が実際

に給食として登場します。今年のメインは「鯖の味噌煮」。こういうメニュー

が登場してくるということは、日頃から食卓にのぼっているからでしょう。 

 本人に食べた感想を聞いたところ、「自分の好きな物も入れて、去年習

った五大栄養素に気をつけて考えたので、選んでもらえた時は嬉しか 

ったです。」と答えてくれました。家庭科の学習内容を確実に身に付  

けているところ、さすがです！！              

        

 3 年生研究授業がんばりました！ 

 ３１日はかけざんの筆算の授業研究会が行われま

した。たくさんの先生に見られながらも発言できた子ど

も達に拍手です！ 

１ 既習事項を確認しながら課題に挑む 

 算数は既知のことを使って未知を明らかにしていく

教科です。今日の子ども達は、昨日の学習を基にど

うやったら解けるかを考えていました。教室の掲示物や

前のノートを見る子もおり、こういう習慣を大切にしてほ

しいと思いました。 

２ 一人タイムの集中度が素晴らしかった 

 8 分～１０分ありましたが、全員自分の考えを書くこ

とができました。ここで主体的に考える習慣をつけていき

ますが、式や図だけでなく、言葉で説明できるようにな

っていることも嬉しい成長です。 

３ 振り返りで今日の学習の肝をつかむ 

 振り返りに何を書いているのか、時々お子様のノー

トを見ていただきたいのですが、とても大切です。何を

学習したのかが端的に表れるからです。全員書けてい

るところ素晴らしかったですね！ 

 今日のような学びの連続が算数の力をつけていくの

だと感じる授業でした。佐藤先生もがんばりました！ 

 

 ☆・・・表彰おめでとう・・・☆ 

★七夕書き方会  

硬筆  県特選  １年  松本  幸志郎  

   県入選 ４年  松本  和泉  

       ５年 森  柚希  

毛筆  県入選  ５年 岩﨑 琉亜 

       ６年 詫摩  あかり 

★読書感想文コンクール 

地区審査  最優秀  

    ２年 福嶋  華菜  

       ３年 菱岡  功一  

       ５年 大坪  曖瑠  

★佐賀県小学校児童文集  

 準きらり賞   ２年 古川  徹平  

４年 松本  和泉  

 特選    ３年 緒方  聖仁  

       ６年 山口  愛翔  

＊入賞率を見ると、神埼地区内で西郷小は 

トップでした。日頃の指導の賜です。 

★次郎物語の読書感想画コンクール 

最優秀    ６年 樋口  揺渚  

 

＜真剣に考える子ども達＞ 

＜献立紹介＞ 

鯖の味噌煮、さつまいもの味噌汁 

ほうれん草ときのこのソテー 

みかん 


